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【目的】インフルエンザと Respiratory Syncytial Virus (RSV) 感染症は若年小児において
しばしば同時流行する。そこでインフルエンザ様疾患 (ILI, Influenza-like illness)から
RSV感染症患者を除外することにより、インフルエンザワクチンの有効性を鮮明に検出す
る方法を検討した。  
 
【方法】解析対象は保育園児 101人（1歳以上 7歳未満。ワクチン 2回接種 45人、非接種
56人）。2007年第 1～15週の間、保護者記入質問票を用いて発病調査を実施した。ILIの
症例定義を以下のように設定した：①Fa: 発熱≧38℃、②FaS: Fa+呼吸器症状 1つ以上（鼻
水、咳または咽頭痛）、③FaSS: Fa+呼吸器症状 2つ以上、④Fb: 発熱≧39℃、⑤FbS: Fb 
+呼吸器症状 1つ以上、⑥ FbSS: Fb +呼吸器症状 2つ以上。 
地域のサーベイランスによる届出患者数および保育所内の発熱者（≧37.5℃）に対する迅
速診断結果をもとに、異なる観察期間を設定した。Logistic regression model により①-⑥
に対するワクチン接種の調整オッズ比(OR)とその 95%信頼区間(95% CI)を算出した。 
 
【結果】(1)全観察期間（第 1～15週）では、全ての症例定義に対して有意な ORの低下を
認めなかった。(2)地域のインフルエンザ流行期間（第 6～14週）では、最も厳格な症例定
義（FbSS）に対してのみ有意な ORの低下を認めた[0.20 (95%CI: 0.04-0.94)]。(3)保育園
内のインフルエンザ流行期間（第 10～14週）では、Faおよび Fbを除く全ての症例定義
に対する ORが有意に低下した[FaS: 0.23 (0.06-0.91); FaSS: 0.21 (0.05-0.85); FbS: 0.18 
(0.04-0.93); and FbSS: 0.16 (0.03-0.87)]。 
 
【結論】ILIに対するインフルエンザワクチン有効性を評価する場合、観察期間を対象集団
のインフルエンザ流行期間に限定し、症例定義を厳しく設定することにより、結果指標の
誤分類（非インフルエンザによる希釈）を最小化できる。 
 
